









































































き。幼にして聰悟、好みて書伝を読みき。 （中略）子男十七人有り」 を掲げ、平高棟が 「鬚髯美しかり 」 ある点などを重視して次のように結論された。












































































































































云」ったものだとして、 「勇猛説」 を展開した。これに倣って、多くの注釈書が 「勇猛説」 を採用することとなっ のである。
しかしながら、 ここで問題なのは、 『古事記』 に登場する 「葦
原色許男神 の 「色許」 がいずれの意味を有しているかではなく、 『源氏物語』 における鬚黒大将がどちらの解釈を踏まえたうえで造型されているかということであろう。
そのように考えて、 『源氏物語』 「行幸」 の巻の鬚黒に 「勇猛
説」をあてはめてみると、ここではそぐわないよ に思われる。鬚黒をはじめて目にした玉鬘が 「色黒く鬚がちに見えて、いと心づきなし」と明らかに負の評価を下したのは 鬚黒を「勇猛」とみたからではなく、むしろ 「醜悪」と受け取ったからにほかならない。ということは、 『源氏物語』 鬚黒の場合、「色許」 に 「醜悪説」 を適用した方がより穏当だということになりそうである。
ちなみに、辞書的な意味においても、 「しこ」は 「けがらわ
しく、うとましいさま 」 （ 『時代別国語大辞典 上代編）
（３）
、
「醜悪なものや愚鈍なものを憎 ののしっていう語。 」 （ 『古語大辞典』 ）
（４）
、 「醜悪なこと。けがらわしいこと。 」 （ 『日本国語
大辞典』 第二版）
（５）
とあり、 「しこを」 は、 「醜い男」 （ 『古語大
辞典』 ）
（６）



















異な容姿に設定されているのは、モデルとなった大国主神が『古事記』 神話のなかで 「葦原色許男神」 と呼ばれていたことに由来していたからとみてよ ので なかろうか。
けれども、 『源氏物語』が 『古事記』の神話を踏まえている


















































をお召しになり身づくろいなさった大将のお姿は、まことに堂々たるものである。これなら本当に女君と 似合いだ 女房たちは 見受け申している……。
これによれば、鬚黒大将はまことに堂々たる姿をし、誰も
が玉鬘と 「お似合いだ」 と見ていることがわかる。つまり 鬚黒は第三者の眼から ても玉鬘と好一対だったと うのである。
ということは、実際の鬚黒は容貌がはなはだしく劣ってい









と負の感想をいだ た玉鬘に対して、 『源氏物語』 作者は容赦ない反論を展開して る
いかでかはつくろひたてたる顔の色あひには似たらむ、いとわりなきことを、若き御心地には見おとしたまうてけり。
（ 『源氏物語』 「行幸」 の巻、二九二頁）
〔現代語訳〕いったいどうして男の顔というものが女の化粧をこらした顔の色合いに似るわけがあろう、じっさ 無理な注文であるのに、若い姫君の心地には大将をお見下しになるのであった。『源氏物語』 の作者は、鬚黒を見下した玉鬘 あけすけな批評に対して、若さゆえの 「無理な注文」だと釘を刺すことを忘れないのである。このように、鬚黒があたかも 「醜男」であるかのように扱





































































































































」 （麗壮夫） となって出歩いたというのである。 「麗」 の
字は、 「うるわしい」 （ 『大漢語林』 ）
（10）と訓み、 「うるわしい」 と
は、 「人の美しく立派なのをほめていう。立派だ。すぐれて美しい。輝くばかり美しい」 （ 『日本国語大辞典』第二版）
（11）の意
だとすれば、 「葦原色許男 と異名をとった 国主は もともと劣悪な容姿などではなく、む ろ 「麗しい」と呼んでよいような美形だったと考えてもよいのではないか。だからこそ、大国主をはじめて目にした須勢理毘売が一瞬で恋に落ち、結婚の契りを結んだのかも知れな 。
このように考えれば、玉鬘によって 「いと心づきなし」と






④男主人公にはいずれにもすでに妻子があり、その妻が常人とは異なる精神状態にある点。『源氏物語』 に登場する玉鬘が 『古事記』 神話における須勢
理毘売をモデルとし、玉鬘の夫となった鬚黒大将が大国主神をモデルとしているとするならば、鬚黒の正妻北の方は、一体誰をモデルとして造型されたのであろうか。「真木柱」 の巻の冒頭において、玉鬘が並み居る懸想人たちのなかから鬚黒の手に落ちたことが明かされる。鬚黒は歓喜にむせぶが、玉鬘との同居を願う鬚黒には大きな障害が立ちはだかっていた。それは北の方の存在である。実は、鬚黒にはすで れっきとした正妻北の方がおり、北の方との間には真木柱をはじめとする三人の子どもたちまでいたのである。結婚相手となる男主人公にすでに妻子が存在していたとい












いてほかにはない。ということは、鬚黒北の方 モデルは稲羽の八上比売だったと考えてよいのではな ろう『古事記』 の神話によれば、大国主の名がはじめて紹介された直後、つづく 〈八上比売求婚譚〉のなかで大国主の活動が語られている。八十神たちが大挙して稲羽の八上比売のも へ求婚に出か





となったそもそものきっかけは、八十神たちが大挙して稲羽の八上比売のもとへ求婚に出かけたことにある。つまり、大国主が須勢理毘売と結ばれることになった 〈根之堅州国訪問譚〉 は、八十神 ちによる 〈八上比 求婚譚〉 の途上において展開されているのである。
その証拠に、 『古事記』 の神話は、大国主が根之堅州国から

























した、その先の言葉の通り大国主と結ばれ、子宝にも恵まれたというのである。八上比売がいつ大国主と結婚し、 つ間に子どもまでもうけていたのかは不明であるが 少なくもこの記述によれば、大国主が須勢理毘売を妻にしようとしていた段階で、大国主にはすでに八上比売というれっきとた妻がいたことになる ある。『源氏物語』の作者は、こうした 『古事記』神話の記述を忠実に踏まえたうえで、鬚黒大将にはすでに妻がおり、子ども






























































































































































みているのだ。少なくとも八上比売 「巫女」あ いは霊感の強い 「巫女的」 女性だった みてよいのではな か。
ということは、 『源氏物語』 の作者は、八上比売のこうした








玉鬘が 『古事記』神話における須勢理毘売をモデルとし、鬚黒大将が大国主神、そして鬚黒北の方が稲羽の八上比売を基本的なモデルとして人物造型されていたことが理解されるであろう。しかしながら、 『源氏物語』 が 『古事記』 の神話に づいて書かれたということはそうした人物造型だけにとどまるものではなく、そこで起きる事件からもまた窺い知ることができるのではないか。その一つが いずれの男主人公もまた突然の火難に遭遇している点であ 。
玉鬘と結ばれた鬚黒大将は、一日も早く玉鬘を自邸に迎え
取ろうと画策し、邸内を整えては玉鬘を迎える準備 余念がなかった。執念深い物の怪にとりつかれ、しばしば正気を失くすことのある北 方は、何年 く常人のようではい れず、夫婦仲もすっかりよそよそしいものになって まってはいたものの、内心それを気の毒に思う鬚黒はあ れとなだめ、同居 説得を試み のだが 心の隔たりを埋めることは容易に出来なかった。
その夜、雪が盛んに降るさまを目の当たりにしながら、玉










































目にも鼻にも入って、ぼんやりと何も見分けられはしない。灰をお払いのけ なるけれども あたりに立ちこめているので、せっかく お召物を何枚もお脱ぎ捨て なった。
北の方が、突然、火の点いた香炉の灰を鬚黒大将に浴びせ




































































































これも 「物怪」 のせいである、と、大将は思い、女房は思う。／物の怪は、思いもかけないこ をする。物の怪のせいでなかったら、こんな女を二度と訪う男はないであろう。それほどに男 嫌うであろう。しかり さように嫌わすために、 がこ するの 。／罪は物の怪にある。北の方も被害者なのだ。そう思うから、ここにいる一同が、北の方を 「いとほし」 と見るのである。
（玉上琢彌 『源氏物語評釈』 第六巻）
（14）
これによれば、 氏は 〈火取事件〉 の罪は 「物の怪」 こそあっ
て、北の方にはなく、北の方はむしろ 「被害者」 だというのである。無論、この事件がきっかけとなって、北の方に対する鬚黒の嫌悪感が決定的となったのは事実であるが、 『源氏物語』では、あくまでも北の方本人 責任は不問に付されてるのである。
ということは、火難の加害者が相違しているのはなぜかと
いった詮索には まり意味がないことを示唆しているのではないか。




































































『源氏物語』の所謂 〈玉鬘十帖〉は、玉鬘を中心に六条院を舞台として繰り広げられる 〈玉鬘求婚譚〉 を本旨としている。
〈玉鬘十帖〉の掉尾を飾る 「真木柱」の巻には、鬚黒大将が光源氏の目を盗んで玉鬘を自邸へと連れ去る 〈六条院逃走の物語〉 が描かれている。
これまでに私は、 『源氏物語』の根底には 〈日本神話〉が深
く関与し、 『源氏物語』は 〈日本神話〉を源泉として執筆されたのではないかと考えてきた。もしもその発想に基づくならば、六条院を舞台 する 〈玉鬘十帖〉 の結末にも、その根底に〈日本神話〉 が踏まえられている可能性が高いのではないか。
そこで、ここでは 『源氏物語』 の中から玉鬘と鬚黒大将との
関わりを中心に取り上げ、鬚黒大将による 〈六条院逃走の物語〉 が、 『古事記』 の大国主神による 〈根之堅州国 神話〉を源泉として造型されたことを明らか し みたいと思う。
玉鬘をめぐる 『源氏物語』 と 『古事記』 との共通点について
以下論述する。
 ③男主人公の容姿がいずれも並以上なのに、特異な容姿として扱われている点。 ④男主人公にはいずれにもすでに妻子があり、その妻が常人とは異なる精神状態にあ 点。 ⑤男主人公がいず も突然の火難に遭遇している点。
（ 12 ）
